
開催日時：

オンライン研修会

製品情報 『ゼプリオン注TRIについて』　

講　　演

総合評点

3.3

(4件尺度)

申込者数 参加者実数
アンケート
意見あり
（枚）

43 31 7

県別区分 埼玉 東京 大阪 職種区分 薬剤師

29 1 1 31

1.性別と年代

男 女 無回答

10 12 9

20代 30代 40代 50代 60歳以上 無回答

4 6 5 4 3 9

施設へのメー
ル案内

HP
個人への

メール配信
その他

5 6 19 1

3.メール配信サービスを利用しているか

利用している
メール配信
サービス自体
知らない

24 3

評価記入---4.とても適切　3.適切　　2.やや不適切　1.全く不適切

とても適切 適切 やや不適切 全く不適切 無回答 平均

11 16 4 0 0 3.2

アンケート提出数

『精神科単科病院における薬剤師の働き

～多職種連携によるLAI紹介～』

4. 講演テーマについて

2. 本研修会の開催をどこで知ったか

メール配信を知ってい
るが利用していない

第41回精神科薬物療法研修会参加者アンケート集計結果

アンケート回収率

2021年10月5日（火）　18：30～20：15

100%

東京愛成会　高月病院　薬剤科　主任　寺久保　巽　先生

ヤンセンファーマ株式会社　山下　寛太　先生

31

4

35%

52%

13%

0% 0%

とても適切

適切

やや不適切

全く不適切



5．講演内容について

よく理解できた 理解できた
やや理解でき
なかった

全く理解できな
かった

無回答 平均

16 13 2 0 0 3.5

とても満足 満足 やや不満足 全く不満足 無回答 平均

10 18 3 0 0 3.2

大いに役立つ 役立つ
やや役立たな

い
全く役立たない 無回答 平均

9 18 4 0 0 3.2

8.今後取り上げてほしいテーマや担当の研修部会への意見

1

1

糖尿病領域 1

薬薬連携 1

1精神科の患者の症例報告をもとにした薬物治療選択について

意見の記載（7枚）

小児科薬物療法

6.本研修会の印象について

老年領域の薬物療法

7.本研修会で学び今後の業務に役立つか

52% 全く不適切

無回答

52%42%

6%

0% 0%

よく理解できた

理解できた

やや理解できなかった

全く理解できなかった

無回答

32%

58%

10%

0% 0%

とても満足

満足

やや不満足

全く不満足

無回答

29%

58%

13%

0% 0%

大いに役立つ

役立つ

やや役立たない

全く役立たない

無回答



1

1

1

2

1

1

1

薬剤師人員が少ない小規模病院における病棟業務実施加算の
算定業務を立ち上げるための実例や準備について
病院の実例を交えた研修内容でよかった

実際の状況や薬剤師の役割について

多剤併用管理について

フィジカルアセスメント

緩和医療

ポリファーマシー


